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 造血の過程で多能性造血幹細胞は順を追って分化能が限定され、

様々な系列に分化拘束された前駆細胞が作られます。従来の造血モ

デルでは、幹細胞は分化の第一段階でミエロイド系（骨髄系）・赤

血球に共通の前駆細胞と、Ｔ細胞系・Ｂ細胞系に共通の前駆細胞（リ

ンパ球系）を作りだすとされてきました。河本先生は個々の前駆細

胞の分化能を測定する方法を独自に開発され、Ｂ細胞を作り出す能

力を失っている胸腺の最も未熟な細胞集団が、Ｔ細胞に加えてＮＫ

細胞・樹状細胞・マクロファージを作り出す能力を保持した前駆細

胞を含んでいることを明らかにされました。2008 年 4 月 10 日号の

Nature に掲載されたこの研究結果は、造血系列について教科書の

記載を変える可能性があるとされ、その後もさまざまなジャーナル

に取り上げられ話題となっています。今、世界中が注目している研

究の最前線をご講演頂きます。 
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